








小児期ネフローゼ症候群の患児血清、患児リンパ球培養上清をラット左腎動脈に注入し、

経時的に尿中アルブミン排泄量を測定した。血清注入群、リンパ球培養上清注入群ともに,

患児では注入後 6 時間の尿中アルブミン排泄量は健常者に比して有意に増加していた

(P<0.05)。ネフローゼ症候群患児血清中には糸球体基底膜透過性亢進因子の存在が示唆さ

れた。また糸球体基底膜透過性亢進因子はリンパ球により産生されているものと考えられ

る。 


